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第１章 背景・目的等 

１ 計画策定の背景・目的 

公共施設の老朽化対策が全国的な課題となる中、国は平成 25（2013）年 11 月に「インフラ

長寿命化基本計画」を策定するとともに、文部科学省は平成 27（2015）年 3 月に「文部科学省

インフラ長寿命化計画（行動計画）」を策定し、各自治体に対し学校施設等の個別施設計画の策定を

要請するなど、学校施設の長寿命化に向けた取組を促進しています。 

こうした中、本市においては平成 28（2016）年 3 月に「伊勢原市公共施設等総合管理計画」

を策定し、公共施設マネジメントの取組を進めています。 

本計画は、「伊勢原市公共施設等総合管理計画」と整合を図り、学校施設の中長期的な維持管理に

かかる経費の縮減と予算の平準化を図りつつ、学校施設に求められる機能・性能を確保することを

目的として策定します。 

 

 

２ 計画の位置づけ 

本計画は、国の「インフラ長寿命化基本計画」及び文部科学省の「文部科学省インフラ長寿命化

計画（行動計画）」に規定され、かつ本市の「伊勢原市公共施設等総合管理計画」を上位計画とする

学校施設の個別施設計画として策定します。 

 

【計画の位置づけ】 
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施設区分 施設名 所在地 建築年 延床面積

伊勢原小学校 伊勢原市伊勢原4-1-1 昭和37(1962)年 6,818㎡

大山小学校 伊勢原市大山209 昭和49(1974)年 2,634㎡

高部屋小学校 伊勢原市西富岡1090-1 昭和44(1969)年 5,879㎡

比々多小学校 伊勢原市神戸521-1 昭和46(1971)年 6,673㎡

成瀬小学校 伊勢原市高森1481-3 昭和46(1971)年 7,409㎡

大田小学校 伊勢原市下谷1471-1 昭和50(1975)年 6,256㎡

桜台小学校 伊勢原市桜台4-16-1 昭和44(1969)年 8,314㎡

緑台小学校 伊勢原市高森482 昭和53(1978)年 5,089㎡

竹園小学校 伊勢原市岡崎6611-1 昭和53(1978)年 5,481㎡

石田小学校 伊勢原市石田1168-1 平成11(1999)年 10,961㎡

小学校計 65,514㎡

山王中学校 伊勢原市上粕屋804-2 昭和37(1962)年 8,168㎡

成瀬中学校 伊勢原市高森2-22-1 昭和42(1967)年 9,675㎡

伊勢原中学校 伊勢原市桜台4-2-1 昭和51(1976)年 9,780㎡

中沢中学校 伊勢原市下糟屋231-1 昭和57(1982)年 7,648㎡

中学校計 35,271㎡

100,785㎡

小学校

中学校

小中学校計

 

３ 計画期間 

本計画の計画期間は、令和 4（2022）年度から令和 43（2061）年度までの 40 年間としま

す。 

 

４ 対象施設 

本計画は、本市が所管する市立学校 14 校（小学校 10 校、中学校 4 校）を対象とし、棟数は

65 棟、延床面積は 100,785 ㎡です。 

 

【図表 対象施設一覧】 

令和 3 年 4 月１日現在 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 建築年は最も古い棟の年数を表す。 
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第２章 学校施設を取り巻く状況 

１ 人口推移と将来見通し 

（１）総人口の推移と将来見通し 

本市の人口は、令和 2（2020）年で約 10.2 万人です。平成 13（2001）年に 10 万人に

達した後、微増ないし概ね横ばいで推移してきましたが、近年は緩やかな減少に転じ、20 年後

の令和 22（2040）年に約 9.2 万人、40 年後の令和 42（2060）年には約 7.4 万人の見込

みとなっています。 

年齢 3 区分別人口について見ると、65 歳以上の老年人口は今後 30 年間は増加する一方で、

年少人口（0～14 歳）と生産年齢人口（15～64 歳）は継続的に減少が続き、少子高齢化が進

展する見込みです。 

 

【図表 人口推移と将来推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1980～2015 年は国勢調査、2020 年以降は令和２年度伊勢原市次期総合計画策定基礎調査における 

将来人口推計（年齢 3 区分ごとに 1,000 人未満を四捨五入） 
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（年度）

（人）

2,362人

4,800人

2020（R2)年
7,162人

実数値 将来人口推計に基づく推計値

現在 10年後

3,776人

2,050人

2030（R12)年
5,826人

児童生徒数合計
ﾋﾟｰｸ1983（S58)年

12,498人

中学校生徒数
ﾋﾟｰｸ1986（S61年）

4,515人

小学校児童数
ﾋﾟｰｸ1982（S57）年

8,613人

2060（R42)年
3,238人

2,209人

1,029人

40年後

1973（S48）学校数

小学校７校
中学校３校 計10校

1999（H11）学校数

小学校10校
中学校４校 計14校

ﾋﾟｰｸ時より37年間で 約43％減少（-5,336人）

ﾋﾟｰｸ比57%

今後10年間で
約19％減少
（-1,336人） 今後40年間で 約55％減少

（-3,924人）

2020年比81%

2020年比45%

ﾋﾟｰｸ比56%

ﾋﾟｰｸ比52%

2020年比79%

2020年比87%

2020年比46%

2020年比44%

20
20

20
30

20
60

19
78

1978（S53）学校数

小学校９校
中学校３校 計12校

1981（S56）学校数

小学校９校
中学校４校 計13校

（２）市内児童生徒数の推移と将来見通し 

本市の児童生徒数は、令和 2（2020）年現在、7,162 人で、このうち小学校の児童数は 4,800

人、中学校の生徒数は 2,362 人となっています。 

児童生徒数の推計では、10 年後の令和 12（2030）年には児童生徒数は 5,826 人で、令和

2（2020）年現在より 19％減少、40 年後の令和 42（2060）年には 3,238 人で、55％減

少する見込みです。 

このうち、小学校の児童数は、令和 12（2030）年には 3,776 人で現在より 21％減少、40

年後の令和 42（2060）年には 2,209 人で 54％減少する見込みです。中学校の生徒数は令和

12（2030）年には 2,050 人で現在より 13％減少、令和 42（2060）年には 1,029 人で、

56％減少する見込みです。 

 

【図表 児童生徒数の推移と将来予測】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童生徒数、学級数は 1973 年～2020 年が各年 5 月 1 日現在値 

2021 年以降は令和 2 年度伊勢原市次期総合計画策定基礎調査における将来人口推計値 
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（３）学校別学級数の将来見通し 

現在国が示している１学級当たりの児童生徒数を基準として推計した場合、学級数は、今後 10

年間は緩やかな減少傾向で推移することが見込まれています。その後、2040 年には大山小学校

と高部屋小学校を除く 12 校で令和 2（2020）年現在から 2 学級から 7 学級の減少が見込ま

れます。さらに、40 年後の 2060 年には、大山小学校を除く 13 校で減少し、そのうち４校は

現在から 10 学級以上減少する見込みです。 

【図表 学校別学級数の将来予測】 
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また、令和 2（2020）年現在、小学校 2 校（大山、緑台）、中学校 1 校（中沢）が 11 学級

以下で、小規模校（＊1）化しており、令和 22（2040）年には、児童生徒数の減少に伴い、山王

中学校と成瀬中学校を加えた小学校２校、中学校３校が小規模校になると見込まれます。さらに、

令和 42（2060）年には、半数以上が小規模校になると見込まれます。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（＊1）小規模校 学校教育法施行規則により小中学校は 12 学級以上 18 学級以下を標準としており、12

学級未満の学校を小規模校としている。 
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２ 学校施設に求められる機能の変化 

（１）小中学校施設整備指針の改訂 

学習指導要領の改訂や児童生徒数の減少、施設の老朽化の進行など学校を取り巻く環境変化に

対応するため、平成 31 年 3 月に学校施設整備指針が改訂されました。 

指針では、学校施設整備の基本方針として、多様な学習内容・学習形態への対応や ICT を日常

的に活用できる学習環境の確保、多様な児童生徒の学習及び生活の場として、また教職員の働く

場としての安全で快適な施設整備、地域の生涯学習やまちづくりの核としての施設整備等が掲げ

られています。 

  

 

 

 

 

（２）学級編制の標準の引下げ 

公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律が改正され、令和 3 年 4

月より小学校の学級編制の標準が 40 人から 35 人に段階的に引き下げられることとなりまし

た。これに伴い、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた教育環境の整備が求められてい

ます。 

 

（３）持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に向けた取組の推進 

平成 27（2015）年 9 月の国連サミットにおいて、令和 12（2030）年までの国際目標と

して「持続可能な開発目標（SDGs）」が掲げられました。この考え方に沿い、学校施設の整備に

あたっては、多様な教育内容や教育方法への対応や環境負荷の低減に配慮した施設整備等が求め

られています。この 17 の目標及び本計画に関連の深い目標は次のとおりです。 

  
出典：国際連合広報センターWEB サイト   

 

【本計画に関連の深い目標（ゴール）】 

 

 

 

  

伊勢原市公共施設等総合管理計画における方向性 

義務教育以外の行政サービスの提供場所、また、地域のコミュニティ及び防災拠

点施設として機能集約化を図り、将来的には地域コミュニティの核施設とする。 
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68 67 65 62 64 63 62 63 61 62

61 65 66 66 71 76 79 84 89 92

26 26 26 27 27 26 27
28 28 2835 24 23 20 21 24 28
29 23

4138 39 38 37
41

42 42
42 41

44
2

2 2 2
2

2 2
2 2

3

20
19 18 17

19
18 19

19 18

29
35

35 36 39
39

41
41 38 37

29

2
0 5 3

1
4 2 4 3

1

6
6 5 5

4
4 4

4 3

5

293
283 281 278

287
300 305

313 306

334

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

その他歳出

積立金

繰出金

補助費等

維持補修費

物件費

投資的経費

公債費

扶助費

人件費

（億円）

（年度）

61 61 63 63 63 64 64 65 66 67 

11 9 11 10 15 17 18 20 19 15 

69 70 67 67 68 69 71 71 72 73 

15 16 16 16 
16 16 17 17 16 17 10 10 9 9 
11 

18 17 17 18 17 

4 5 7 7 
7 

7 6 4 3 4 

7 7 5 6 
6 

6 5 6 6 7 29 23 33 21 23 
17 15 14 11 

27 
42 42 

39 46 46 
49 52 55 55 

60 17 20 17 16 
18 

18 20 21 22 

24 

8 
3 

8 9 
10 

10 11 
9 10 

10 

23 
26 16 16 

15 
17 18 

20 18 

19 

296 291 290 288 
297 

311 314 322 316 

340 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

その他特定財源

繰越金

県支出金

国庫支出金

地方債

その他一般財源

地方交付税

地方消費税交付金

その他市町村税

固定資産税

市区町民税（法人）

市区町民税（個人）

(億円)

（年度）

【歳出（性質別歳出）】

３ 財政状況 

（１）歳入歳出額の推移 

過去 10 年間の財政状況について見ると、歳入は、国庫支出金と県支出金が増加傾向で推移し

ている一方で、市税収入の中心となる個人市民税と固定資産税は概ね横ばいで推移してきました。 

市税収入の約 4 割を占める個人市民税は、今後、生産年齢人口の減少に伴い大幅な増加は期待

できないと見込まれます。 

歳出は、扶助費が年々増加している一方で、投資的経費は年度により増減はあるものの、概ね

横ばいで推移しており、財政の硬直化が懸念されています。 

 

【図表 歳入歳出額の推移】 
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棟数
（棟）

延床面積
（㎡）

棟数
（棟）

延床面積
（㎡）

棟数
（棟）

延床面積
（㎡）

校舎 23 53,831 9 29,402 32 83,233
給食室 5 953 0 0 5 953
屋内運動場 10 9,861 4 5,622 14 15,483

プール付属室 10 869 4 247 14 1,116

合計 48 65,514 17 35,271 65 100,785

合計
建物種別

中学校小学校

第３章 学校施設整備の現状 

１ 学校施設の状況 

（１）公共施設全体に対する学校施設の保有状況 

本市の公共施設保有量は、令和 2（2020）年 4 月現在で約 18.6 万㎡です。このうち、学校

教育施設（小中学校）は約 10.1 万㎡で、公共施設全体の 54％を占めています。 

 

【図表 公共施設の用途別保有状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校教育施設の保有面積は、学校施設台帳による保有面積（令和 3 年 4 月 1 日現在） 

 

（２）学校施設の保有状況 

本市の学校施設の総保有量は、小学校 10 校、中学校 4 校の合計 14 校で、建物棟数は小学校

が 48 棟、中学校が 17 棟の計 65 棟、総延床面積は小学校が約 6.6 万㎡、中学校が約 3.5 万

㎡の計約 10.1 万㎡です。 

 

【図表 学校施設の保有状況】 

 

 

 

 

 

 

 

※給食室は校舎と別棟になっているもの。 

学校教育施設

100,785㎡

(54%)
社会教育施設

25,327㎡

(14%)

庁舎等

16,694㎡

(9%)

保健・福祉施設

12,993㎡

(7%)

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設

12,952㎡

(7%)

市営住宅

10,136㎡

(5%)

環境衛生施設

3,686㎡

(2%)

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ施設

3,054㎡

(2%)

公共施設保有量
185,627㎡
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（３）築年別整備状況 

本市の近年の学校建設の経過は、児童生徒数の増加に伴い、昭和 44 年に桜台小学校が伊勢原

小学校から分離し、その後昭和 53 年に緑台小学校が成瀬小学校から、竹園小学校が桜台小学校

から分離、昭和 57 年には中沢中学校が伊勢原中学校から分離しました。さらに平成 11 年に成

瀬小学校の児童数の増加に対応するため石田小学校が建設され、現在の 14 校となりました。 

また、棟ごとの築年別整備状況をみると、整備のピークは昭和 49（1974）年から昭和 59

（1984）年に集中して建設されています。この結果、8 割以上の建物が建築から 30 年以上を

経過しており、今後、改修や改築の時期が集中することが見込まれます。 

 

【図表 築年別整備状況】 
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築20年以上 59棟（92%） 9.4万㎡（93%）

築30年以上 53棟（83%） 8.2万㎡（81%）

伊
勢
原

山
王

伊
勢
原

山
王

成
瀬

伊
勢
原

新耐震基準（1981年より後の建築）
24棟 36.9％ 4.1万㎡ 40.8％

高
部
屋

桜
台

伊
勢
原

比
々
多

成
瀬

大
山

大
田

成
瀬

緑
台

高
部
屋

竹
園

竹
園

緑
台

竹
園

伊
勢
原

成
瀬

大
田

比
々
多

高
部
屋

比
々
多

大
田

山
王

中
沢

中
沢

伊
勢
原
成
瀬

伊
勢
原

大
山

山
王

成
瀬

石
田

石
田

石
田

石
田

桜
台

比
々
多 桜

台

（㎡）

（年度）

1971年以前の建築
12棟 16％

1.7万㎡ 15％

整備のピーク

小学校 校舎

中学校 校舎

小学校 体育館

中学校 体育館

給食室

旧耐震基準（1981年以前の建築）
41棟 63.1％ 6万㎡ 59.2％

築50年以上
12棟 18.5％

1.7万㎡ 16.9％

築40年以上
29棟 44.6％

4.3万㎡ 42.3％

築30年以上
13棟 20％

2.2万㎡ 21.8％

築20年以上
6棟 9.2％

1.2万㎡ 12.5％

築10年以上
5棟 7.7％

0.7万㎡ 6.5％

築10年未満
0棟 0％

0万㎡ 0％
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２ 学校施設の老朽化状況の評価 

（１）調査概要 

  学校施設の老朽化状況は、構造耐力上主要な部分である躯体と躯体以外の部分に分け、「構

造躯体の健全性」と「躯体以外の劣化状況」の２つの調査を行い、評価しました。 

  構造躯体の健全性の評価は、これまで一般的に築５０年程度で建替えをしていた建物を、築

８０年程度まで長寿命化するのに必要な構造躯体の安全性を確認するために実施しました。実

施方法は過去に実施した耐震診断の報告書の既存データ等を用い、長寿命化改修に適さない可

能性のある建物を判定しました。 

また、躯体以外の劣化状況調査は、屋上や外壁、設備機器等の構造躯体以外の部分につい

て、現地での目視調査を行うとともに、改修履歴及び経過年数を把握することにより、各部位

の劣化状況を評価しました。 

 

【学校施設の老朽化状況の把握】 

 

  

①耐震診断データの把握 

耐震診断の既存データを用いて、コン

クリート圧縮強度の数値から構造躯体

の健全性を把握 

 

②現地での目視調査 

構造躯体のひび割れ、剥離・剥落、

鉄骨部材の錆等を調査 

 

 

 

構造躯体の健全性調査 

長寿命化に適さない 

可能性のある建物を判定 

①現地での目視調査 

屋根・屋上や外壁などの部位につい

て、改修履歴や現地での目視調査に

より現況を把握 

 

②改修履歴や点検報告内容の把握 

電気や給排水などの設備部位につい

て経過年数や点検報告書等により現

況を把握 

 

 

躯体以外の劣化状況調査 

各部位の劣化状況を評価 
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工
事
実
施
段
階

耐震補強

耐震基準

耐震補強済み
または

耐震診断で耐震性あり

旧耐震基準

ＮＯ

または、使用不可ＹＥＳ

「長寿命」として試算 「改築」として試算

計
画
策
定
段
階

調査

評価
項目

（例示）

鉄筋コンクリート造
鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨造 木造

現地目視調査及び材料試験 現地目視調査 現地目視調査

コンクリート圧縮強度
中性化深さ
鉄筋かぶり厚さ
鉄筋腐食状況
屋上・外壁の漏水状況

筋かいのたわみ
鉄骨腐食状況
非構造部材の取付部・
設備・二次部材安全性
屋根・外壁の漏水状況

土台・柱・梁の腐朽
柱・梁の傾斜
床のたわみ、床鳴り
屋根・外壁の漏水状況

躯体の詳細な調査

長寿命化 改築

躯体の詳細な調査に加えて経済性や教育機能上

などの観点から総合的に判断する

判断

コンクリート圧縮強度
13.5N/mm2以下

ＲＣ
造

「改築」判定建物には、

耐力度調査を実施して

改築事業の補助対象

になるかどうかを判断

する。

耐力度調査に準じて各

教育委員会で調査項

目・評価指標を設定し

判断する。

「要調査」
建物

ＹＥＳ

概ね40年以上で
腐食や劣化の進行が

著しいもの

Ｓ造
Ｗ造
等

ＹＥＳ

ＮＯ

ＲＣ造以外は、目視状

況により、長寿命化改

修に適さないと考えら

れる場合は、試算上の

区分を「改築」や「要調

査」と記入（選択）する。

ＲＣ造でコンクリート圧

縮強度が13.5N/mm2以

下の場合は、「要調査」

を自動で表示し、「改

築」として試算する。

新耐震基準

長寿命化の判定フロー

*1

*1 例えば、時を重ねて活用され続けた木造建物等は、それ自体が文化財的価値を有することも多く、
改築に際しては、こうした観点からの検討も別途行う必要がある。

（２）構造躯体の健全性の評価 

① 評価方法 

建物の長寿命化を図り、物理的耐用年数を延ばすためには、躯体部分が長期間の使用に耐えうる

ことが必要になりますが、構造耐力上、主要な部分（柱、梁、床版など）のコンクリート圧縮強度

が著しく低い場合（１３．５Ｎ/ｍ㎡以下）等は、長寿命化改修に適さない可能性があります。  

コンクリート圧縮強度は、過去に実施した耐震診断報告書のデータにより評価しました。さらに、

現地での目視調査で、構造躯体のひび割れ、剥離・剥落、鉄筋の露出、鉄骨部材の錆やたわみ等を

調査し、長寿命化に適さない可能性がある建物を判定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「学校施設の長寿命化計画策定にかかる解説書」平成 29 年 3 月（文部科学省） 
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建物基本情報 躯体の健全性
建築
年度

耐震診断
時データ

伊勢原小学校 1期校舎 RC 3 1,281 1962 59 旧 済 11.7
2期校舎 RC 3 1,291 1966 55 旧 済 26.8
3期校舎 RC 4 3,368 1979 42 旧 済 20.2
屋内運動場 RC 2 831 1979 42 旧 済 20.2

大山小学校 校舎 RC 3 1,645 1974 47 旧 済 20.6
高部屋小学校 1期校舎 RC 3 1,638 1969 52 旧 済 26.2

2期校舎 RC 3 3,256 1978 43 旧 済 23.1
比々多小学校 1期校舎 RC 3 1,760 1971 50 旧 済 13.7

2期校舎-1 RC 3 1,535 1981 40 旧 済 27.1
2期校舎-2 RC 3 1,194 1981 40 旧 済 23.0
屋内運動場 RC 2 935 1981 40 旧 済 23.2

成瀬小学校 1期校舎 RC 3 2,169 1971 50 旧 済 14.9
2期校舎 RC 3 2,325 1974 47 旧 済 11.9
3期校舎 RC 3 1,465 1980 41 旧 済 26.4
屋内運動場 SRC 2 914 1980 41 旧 済 26.5

大田小学校 1期校舎 RC 3 2,373 1975 46 旧 済 13.4
2期校舎 RC 3 2,665 1981 40 旧 済 20.5
屋内運動場 SRC 2 934 1981 40 旧 済 25.3

桜台小学校 1期校舎 RC 4 3,046 1969 52 旧 済 17.1
緑台小学校 校舎 RC 4 4,186 1978 43 旧 済 30.8
竹園小学校 東校舎 RC 4 2,390 1978 43 旧 済 20.3

西校舎 RC 4 2,258 1978 43 旧 済 20.0
山王中学校 1期校舎 RC 3 1,923 1962 59 旧 済 12.6

2期校舎 RC 3 1,816 1963 58 旧 済 13.6
成瀬中学校 1期校舎 RC 3 1,921 1967 54 旧 済 28.3

2期校舎 RC 4 2,982 1978 43 旧 済 24.4
伊勢原中学校 1期校舎 RC 4 4,160 1976 45 旧 済 26.8

耐震
基準

耐震
改修

圧縮強度
（N/㎟）

築
年
数

耐震
安全性

西
暦

地上
延床面積

（㎡）
施設名称 建物名称 構造

② 評価結果 

過去に耐震診断を実施した旧耐震基準（＊１）の建物は 2７棟あり、このうち、コンクリート圧縮強

度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下の建物は校舎４棟でした。また、現地での目視調査の結果、躯体の強度に問

題のある建物はありませんでした。 

これら 4 棟は耐震補強済みであり、直ちに建替えが必要というわけではありませんが、本計画に

おける試算上の区分は「改築」として整理します。 

なお、長寿命化改修や建替えの実施段階では、躯体の詳細調査に加え、今後の目標使用年数や必

要なコスト等を比較検証し、経済性もあわせて総合的な判断をします。 

【図表 構造躯体の健全性評価一覧】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※     は圧縮強度が 13.5Ｎ/ｍ㎡以下の建物 

（＊1）旧耐震基準 

昭和 56（1981）年に建築基準法施行令の改正により建物形状等の特性に対する耐震性を確認するなど新

耐震設計基準が施行された。旧耐震基準とはこの改正前の耐震基準のこと。 
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②部位のコスト配分①部位の評価点 ③健全度

総和(部位の評価点×部位のコス ト配分)

※100点満点にするためにコス ト配分の合計値で割っている。

※健全度は、数値が小さいほど劣化が進んでいる ことを 示す。

60÷

（右図「劣化状況調査票」記入例における健全度計算例）

評価点

A 100

B 75

C 40

D 10

部位 コスト配分

屋根・屋上 5.1

外壁 8.3

外部開口部 8.9

内部仕上 22.4

電気設備 8

給排水設備 3.65

空調設備 3.65

計 60

四捨五入して健全度＝71

〈計算例〉

部位 評価 評価点 配分

1.屋根・屋上 B → 75 × 5.1 ＝ 382.5

2.外壁 C → 40 × 8.3 ＝ 332

3.外部開口部 B → 75 × 8.9 ＝ 667.5

4.内部仕上 A → 100 × 22.4 ＝ 2240

5.電気設備 C → 40 × 8 ＝ 320

6.給排水衛生設備 B → 75 × 3.65 ＝ 273.75

7.冷暖房換気設備 D → 10 × 3.65 ＝ 36.5

計 4252.25

÷ 60

70.8708

（３）構造躯体以外の劣化状況の評価 

① 評価方法 

各建物の改修内容等の検討にあたり、躯体以外の部分（屋上、外壁、設備機器等）の劣化状況を

把握するため、現地調査を実施しました。 

調査は部位ごとの目視調査を実施するとともに、改修履歴や各種点検報告書等を参照し実施しま

した。評価基準及び健全度の算定は、文部科学省の「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」

を踏まえ設定しています。 

【図表 劣化状況評価基準】 

●目視による評価                  ● 経過年数による評価  

【屋根・屋上、外壁、外部開口部、内部仕上】     【電気設備、給排水衛生設備、 

冷暖房換気設備】 

 

                                       

 

 

 

 

 

この判定結果を基にして、各棟の劣化状況を比較検証できるように、施設ごとに健全度を算定し

ます。具体的には、健全度は各建物の７つの部位について劣化状況を４段階で評価し、100 点満

点で数値化した指標です。 

「①部位の評価点」と「②部位のコスト配分」を下表のように定め、「③健全度」を 100 点満点

で算定します。 

※プール本体については対象建物ではありませんが、プール附属室と一体的に捉える必要がある

ことから、目視調査を実施しました。 

【図表 健全度の算定方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

Ｄ

早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）

（躯体の耐久性に影響を与えている）

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等

良好

劣化

評価 基準

20年未満

20～40年

40年以上

基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

評価

経過年数に関わ
らず著しい劣化
事象がある場合

Ｄ

良好

劣化
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6%

26%

11%

18%

28%

31%

6%

8%

38%

49%

37%

35%

88%

66%

52%

32%

35%

32%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

給排水

衛生設備

電気設備

内部仕上

外部開口部

外壁

屋根・屋上

対象：65棟

A評価 B評価 C評価 D評価

② 評価結果 

 対象施設６５棟のうち、早急に対応が必要なＤ評価と広範囲に劣化が進んでいるＣ評価を合わせ

た割合は、「屋根・屋上」と「外壁」、「外部開口部」は約３割でした。その一方で、「内部仕上」は

約５割、「電気設備」は約７割、「給排水衛生設備」は約９割となっており、設備機器の劣化が著し

い状況です。 

 

【図表 全体の劣化状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 

【屋根・屋上、外壁、外部開口部、内部仕上】    【電気設備、給排水衛生設備】 

 

  Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全上、機能上、問題なし）

Ｃ 広範囲に劣化（安全上、機能上、不具合発生の兆し）

Ｄ

早急に対応する必要がある

（安全上、機能上、問題あり）

（躯体の耐久性に影響を与えている）

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等

良好

劣化

評価 基準

20年未満

20～40年

40年以上

基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

評価

経過年数に関わ
らず著しい劣化
事象がある場合

Ｄ

良好

劣化
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ア 屋根・屋上 

屋上改修は過去１０年以内に１１棟実施されており、良好な棟も多い反面、３割以上の棟はＣ評

価で広範囲に劣化がみられます。校舎の屋上ではアスファルト防水の経年による劣化やシート防水

の剥がれが、屋内運動場では金属屋根の錆がみられ、雨漏りが発生している状況です。 

【図表 屋根・屋上の劣化状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 外壁 

外壁改修は過去１０年以内に１８棟実施されており、良好な棟も多い反面、３割以上の棟はＣ評

価で、広範囲に劣化がみられます。校舎の外壁ではひび割れ、錆汁を伴うクラックなどが、屋内運

動場では成形セメント板のひび割れなどが発生しています。 

【図表 外壁の劣化状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

棟

A

A

A

A

B

B

B

B

B

C

C

C

D

0 5 10 15 20 25 30

築20年

未満

築20～

29年

築30～

39年

築40～

49年

築50年

以上

棟

A

A

A

B

B

B

B

B

C

C

C

0 5 10 15 20 25 30

築20年

未満

築20～

29年

築30～

39年

築40～

49年

築50年

以上

A B C D
築50年以上 4棟 2棟 3棟 0棟
築40～49年 5棟 9棟 9棟 1棟
築30～39年 7棟 5棟 9棟 0棟
築20～29年 0棟 6棟 0棟 0棟
築20年未満 4棟 1棟 0棟 0棟
合計 20棟 23棟 21棟 1棟

A B C D
築50年以上 5棟 2棟 2棟 0棟
築40～49年 9棟 4棟 11棟 0棟
築30～39年 1棟 10棟 10棟 0棟
築20～29年 0棟 6棟 0棟 0棟
築20年未満 3棟 2棟 0棟 0棟
合計 18棟 24棟 23棟 0棟
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ウ 外部開口部 

外部開口部の改修はほとんどの棟で未改修となっています。３割以上の棟はＣ評価で経年劣化が

進んでいます。窓の開閉不良や窓枠材の劣化による窓ガラスのがたつきが生じています。また、窓

枠周囲からの雨漏りが発生している状況です。 

【図表 外部開口部の劣化状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 内部仕上 

内部仕上は壁面塗装や照明器具交換などの大規模な改修を実施していないことから、６割の棟が

Ｃ評価またはＤ評価となっており劣化が進んでいます。校舎は教室の壁や天井梁にひび割れがみら

れるほか、廊下の内壁は塗装の剥がれ等劣化が著しい状況です。 

また、屋内運動場は床材の塗装の劣化などが進んでいる棟があります。 

【図表 内部仕上の劣化状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棟

A

A

A

B

B

B

B

B

C

C

C

0 5 10 15 20 25 30

築20年

未満

築20～

29年

築30～

39年

築40～

49年

築50年

以上

棟

A

A B

B

B

B

C

C

C

0 5 10 15 20 25 30

築20年

未満

築20～

29年

築30～

39年

築40～

49年

築50年

以上

A B C D
築50年以上 3棟 5棟 1棟 0棟
築40～49年 0棟 12棟 12棟 0棟
築30～39年 0棟 13棟 8棟 0棟
築20～29年 5棟 1棟 0棟 0棟
築20年未満 4棟 1棟 0棟 0棟
合計 12棟 32棟 21棟 0棟

A B C D
築50年以上 0棟 1棟 8棟 0棟
築40～49年 0棟 3棟 21棟 0棟
築30～39年 0棟 12棟 9棟 0棟
築20～29年 2棟 4棟 0棟 0棟
築20年未満 5棟 0棟 0棟 0棟
合計 7棟 20棟 38棟 0棟
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オ 電気・給排水衛生設備 

電気設備や給排水設備は、受変電設備の一部の改修と屋内運動場の照明の LED 化を除き、不具

合箇所や故障した箇所のみ対応を行っていたため、全体的な経年劣化が進んでいます。また、電気

設備についは ICT 機器の導入などにより容量不足が生じ、部分的な改修を行っている状況です。 

 

カ その他設備 

空調設備は令和元年度に普通教室と特別教室等に設置し、校舎内の整備は完了していますが、屋

内運動場については設置されていません。 

エレベーターは石田小学校等の小学校４校に設置されています。その他の学校については、必要

に応じて階段昇降機などにより対応を行っています。 

 

キ プール施設 

プール施設は全面的な改修を行っておらず、不具合箇所や故障した箇所のみ対応を行っていたた

め、プール本体や設備機器などの経年劣化が進んでいます。このうち、桜台小学校のプールは、地

盤沈下によりプール本体の傾きが発生し、使用に支障が生じている状況です。 

【プール施設の劣化状況】 
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建物基本情報 躯体の健全性

学校施設台帳番号

伊勢原小学校 1期校舎 7-1 RC 3 1,281 1962 S37 58 旧 済 11.7 建替え A A A C C C A - 66
2期校舎 7-2 RC 3 1,291 1966 S41 54 旧 済 26.8 長寿命 A A B C C C A B 62
3期校舎 14 16-1 16-2 RC 4 3,368 1979 S54 41 旧 済 20.8 長寿命 B A C C C C A B 55
屋内運動場 15 RC 2 831 1979 S54 41 旧 済 20.2 長寿命 C A B C A C - - 63
プール付属室 12 CB 1 47 1971 S46 49 旧 - - - 長寿命 C A B C C C - - 54 C

大山小学校 校舎 12-1 12-2 RC 3 1,645 1974 S49 46 旧 済 20.6 長寿命 C A B C C C A B 57
給食室 16 RC 1 77 1987 S62 33 新 - - 長寿命 B A B - - - - - 84
屋内運動場 15 S 2 854 1987 S62 33 新 - - 長寿命 C B B B A C - - 73
プール付属室 14 RC 1 58 1981 S56 39 旧 - - - 長寿命 C C C C C C - - 40 C

高部屋小学校 1期校舎 5 RC 3 1,638 1969 S44 51 旧 済 26.2 長寿命 A A C B C C A - 70
2期校舎 11 RC 3 3,256 1978 S53 42 旧 済 23.1 長寿命 A C C C C C A B 49
屋内運動場 13 Ｓ 2 937 1981 S56 39 旧 - 長寿命 A B B B A C - - 79
プール付属室 7 CB 1 48 1973 S48 47 旧 - - - 長寿命 B B B C C C - - 54 C

比々多小学校 1期校舎 10-1 10-2 RC 3 1,760 1971 S46 49 旧 済 13.7 長寿命 A B C C C C A - 54
2期校舎-1 18 RC 3 1,535 1981 S56 39 旧 済 23.0 長寿命 A B C B C C A - 67
2期校舎-2 17 RC 3 1,194 1981 S56 39 旧 済 23.0 長寿命 A B C B C C A A 67
3期校舎 23 RC 2 926 2004 H16 16 新 - - 長寿命 A A A A A A A - 100
給食室 24 10-3 RC 1 274 2005 H17 15 新 - - 長寿命 A A A - - - - - 100
屋内運動場 20 RC 2 935 1981 S56 39 旧 済 23.2 長寿命 C C C C A C - - 49
プール付属室 12 CB 1 49 1974 S49 46 旧 - - - 長寿命 C C C C C C - - 40 C

成瀬小学校 1期校舎 11 RC 3 2,169 1971 S46 49 旧 済 14.9 長寿命 C A B C C C A - 57
2期校舎 13-1 RC 3 2,325 1974 S49 46 旧 済 11.9 建替え A A B B C C A B 75
3期校舎 21 RC 3 1,465 1980 S55 40 旧 済 26.4 長寿命 B C B B C C A A 65
給食室 24 RC 1 246 1989 H1 31 新 - - 長寿命 C C B - - - - - 54
屋内運動場 22 RC+S 2 914 1980 S55 40 旧 済 26.5 長寿命 C C C C A C - - 49
プール付属室 28 RC 1 290 2008 H20 12 新 - - - 長寿命 A A A A A A - - 100 A

大田小学校 1期校舎 12-1 12-2 12-3 12-4 RC 3 2,373 1975 S50 45 旧 済 13.4 建替え A A B B C C A B 75
2期校舎 18 RC 3 2,665 1981 S56 39 旧 済 20.5 長寿命 C C C B C C A - 57
給食室 20 RC 1 236 1981 S56 39 旧 - - - 長寿命 A B B - - - - - 81
屋内運動場 19 RC+S 2 934 1981 S56 39 旧 済 25.3 長寿命 B C C B A C - - 66
プール付属室 10 CB 1 48 1972 S47 48 旧 - - - 長寿命 C C C C C C - - 40 C

桜台小学校 1期校舎 1 RC 4 3,046 1969 S44 51 旧 済 17.1 長寿命 C B B C C C A B 54
2期校舎 3 RC 3 3,665 2010 H22 10 新 - - - 長寿命 A B A A A A A A 97
給食室 2 RC 1 120 1969 S44 51 旧 - - - 長寿命 B B B - - - - - 75
屋内運動場 14 RC+S 2 1,430 2002 H14 18 新 - - - 長寿命 B B B A A B - - 88
プール付属室 10 CB 1 53 1975 S50 45 旧 - - - 長寿命 B B B C C C - - 54 D

躯体以外の劣化状況
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【図表 建物情報一覧（実態）】 
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修繕・改修履歴
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ト ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 開 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 開 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ト ○ ○ ○ ○ ○ 壁 ○ ○ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ ○ ○ 壁 ○ ○ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 壁 ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 壁 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 外 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ト ○ ○ ○ ○ ○ 外 ○ ○ ○ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 外 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 外 ○ ○ ○ ○ ○ ト 空

○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 外 ○ ○ ○ ○ ○ ト 空

○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ト Ｌ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 壁 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ト ○ 外 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 昇 ○ ト 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ト Ｌ

○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ト ○ ○ ○ 外 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 空 ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空 ○ ト

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 外 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空 ◎

○ ○○○○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

その他
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建物基本情報 躯体の健全性

学校施設台帳番号

緑台小学校 校舎 1-1 1-2 1-3 RC 4 4,186 1978 S53 43 旧 済 済 30.8 長寿命 B C C C C C A B 47
屋内運動場 3 Ｓ 2 849 1978 S53 43 旧 済 済 - 長寿命 C C C C A C - - 49
プール付属室 7 RC 1 54 1979 S54 42 旧 - - - 長寿命 D C B C C C - - 43 C

竹園小学校 東校舎 1-1 3-1 3-2 RC 4 2,390 1978 S53 43 旧 済 済 20.3 長寿命 C A C C C C A - 52
西校舎 1-2 4-1 4-2 RC 4 2,258 1978 S53 43 旧 済 済 20.0 長寿命 C A C C C C A B 52
屋内運動場 2 Ｓ 2 778 1978 S53 43 旧 済 不要 - 長寿命 B B B C A C - - 62
プール付属室 7 CB 1 55 1979 S54 42 旧 - - - 長寿命 B C C C C C - - 43 C

石田小学校 普通教室北棟 1 RC 3 2,328 1999 H11 22 新 - - 長寿命 B B A B C C A - 73
普通教室南棟 2 RC 3 2,365 1999 H11 22 新 - - 長寿命 B B A B C C A - 73
特別教室棟 3-1 3-2 RC 3 4,702 1999 H11 22 新 - - 長寿命 B B A B C C A B 73
屋内運動場 5 RC 2 1,399 1999 H11 22 新 - - 長寿命 B B A A A C - - 90
プール付属室 6 7 8 RC 1 167 1999 H11 22 新 - - 長寿命 B B A A B C - - 87 B

山王中学校 1期校舎 1 23 RC 3 1,923 1962 S37 59 旧 済 済 12.6 建替え A A A C C C A - 66
2期校舎 2 RC 3 1,816 1963 S38 58 旧 済 済 13.6 長寿命 B A A C C C A - 64
3期校舎 20 RC 3 2,879 1982 S57 39 新 - - 長寿命 C C C B C C A - 57
屋内運動場 24 Ｓ 2 1,495 1990 H2 31 新 - - 長寿命 C B B C A C - - 59
プール付属室 15 CB 1 55 1982 S57 39 新 - - 長寿命 C B B B C C - - 65 C

成瀬中学校 1期校舎 1-1 1-2 RC 3 1,921 1967 S42 54 旧 済 済 28.3 長寿命 C C B C C C A - 49
2期校舎 16 RC 4 2,982 1978 S53 43 旧 済 済 24.4 長寿命 A C B C C C A - 54
3期校舎 19 RC 4 3,124 1984 S59 37 新 - - 長寿命 B B B C C C A - 57
屋内運動場 25 Ｓ 2 1,596 1993 H5 28 新 - - 長寿命 B B B B A C B - 76
プール付属室 7-1 7-2 CB 1 52 1970 S45 51 旧 - - - 長寿命 C C B C C C - - 46 C

伊勢原中学校 1期校舎 23-1 23-2 RC 4 4,160 1976 S51 45 旧 済 済 26.8 長寿命 C C C C C C A - 44
2期校舎 27-1 RC 4 4,085 1983 S58 38 新 - - 長寿命 B C B C C C A - 52
屋内運動場 30 RC 2 1,450 1984 S59 37 新 - - 長寿命 A C B B A C - - 73
プール付属室 33-1 33-2 RC 1 85 1984 S59 37 新 - - 長寿命 B B B C C C - - 54 B

中沢中学校 校舎 1 RC 4 6,512 1982 S57 39 新 - - 長寿命 C C B B C C A - 62
屋内運動場 2 Ｓ 2 1,081 1982 S57 39 新 - - 長寿命 A B B C B C - - 61
プール付属室 4-1 4-2 RC 1 55 1982 S57 39 新 - - 長寿命 A C C B C C - - 59 B

耐震診断時データ
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修繕・改修履歴

1
9
9
2

1
9
9
3

1
9
9
4

1
9
9
5

1
9
9
6

1
9
9
7

1
9
9
8

1
9
9
9

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ 外 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ Ｌ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ト ○ ○ 壁 ○ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 壁 ○ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ Ｌ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

○○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空

○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空

○○ ○○ ○ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空

○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △ △ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 壁 ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ト ○ ○ 空 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 耐 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 壁 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋 ○ ○ ○ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ト ○ ○ 空 ○

○ ○ △ 建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 屋 ○ ○ ○ ○ Ｌ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ト ○ ○ 空

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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※築年数は令和 3 年 4 月 1 日現在 

 

【改修履歴】

外

屋

壁  ： 外壁改修

電  ： 電気設備改修

 ： 新築

 ： 屋上防水・外壁改修

 ： 屋上防水改修

耐

開

ト

空

Ｌ  ： ＬＥＤ化

 ： 耐震改修

 ： サッシ改修

 ： トイレ改修

 ： 空調改修

 ： 鉄筋コンクリート造

 ： 補強コンクリートブロック造

 ： 鉄骨造

 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造

 ： 木造

 ： 1971(S46)年以前

 ： 1972(S47)年から1981(S56)年の間

建築年度

【建物基本情報】

： 13.5N/㎟以下

棟用途区分

小学校

中学校

校種区分

【 躯体の健全性】
コンクリート圧縮強度

校舎
屋内運動場
給食室
プール附属室

-  ： 評価対象外（対象部位無し　等）

構造

ＲＣ

Ｓ

ＳＲＣ

ＣＢ

Ｗ

Ａ  ： 概ね良好

Ｂ

Ｃ

Ｄ

 ： 部分的に劣化

評価

 ： 広範囲に劣化

 ： 早急に対応が必要

【躯体以外の劣化状況】
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単位：万円

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 合計

空調設備改修 0 0 0 0 0 0 0 0 157,534 0 157,534

昇降機設置 0 0 0 0 0 0 4,261 0 0 0 4,261

トイレ改修 0 5,140 4,659 0 0 0 12,955 0 11,369 0 34,122

屋内運動場照明ＬＥＤ化 0 0 2,394 0 0 0 0 0 0 0 2,394

小計 0 5,140 7,053 0 0 0 17,216 0 168,903 0 198,312

屋上・外壁改修 0 0 25,941 28,193 7,814 9,376 2,928 0 0 0 74,252

建具安全工事 0 0 4,195 0 0 0 0 0 0 0 4,195

設備更新 0 0 0 0 0 0 0 3,167 0 0 3,167

小規模な修繕等 3,378 3,284 3,013 3,156 2,702 3,384 5,504 3,654 3,571 918 32,564

小計 3,378 3,284 33,149 31,349 10,516 12,760 8,432 6,821 3,571 918 114,178

3,378 8,423 40,202 31,349 10,516 12,760 25,649 6,821 172,474 918 312,490総計　

機
能
向
上

機
能
回
復

0.40.5 0.5

1.3

1.1

0.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.6 0.4 0.4 0.1

3.0 2.8

0.8 0.9 0.3 0.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

総額 31.2億円

約3億円/年

機能向上
総額 19.8億円

2.0億円/年

機能回復
総額 11.4億円

1.1億円/年

• 空調設置
• トイレ改修
• 昇降機設置
• 屋内運動場ＬＥＤ化

• 屋上、外壁改修
• 設備改修
• 建具安全工事
• 小規模修繕

空調設備改修

修繕
（設備交換等）

体育館照明ＬＥＤ化

トイレ改修

部位改修（屋上防水・外壁改修、設
備更新等）

昇降機
設置

15.8

17.0

（億円）

３ 近年の学校施設整備実績 

平成 23（2011）年から令和 2（2020）年までの 10 年間の施設整備経費は、総額 31.2

億円、年平均にすると約 3 億円です。 

内訳としては、機能向上のための改修として、空調設置、トイレ改修、昇降機設置、屋内運動

場照明のＬＥＤ化等を行い、整備費用は総額 19.8 億円となっています。年平均では約 2 億円を

費やしており、普通教室等への空調設置と屋内運動場の LED 化は全校で完了しています。 

また、機能回復のための改修として、屋上・外壁改修、設備改修、建具安全工事、小規模修繕

等を行い、整備費用は総額 11.4 億円で、年平均では約 1.1 億円となっています。 

【図表 施設整備経費の推移】 
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４ コスト試算 

 文部科学省の解説書で示す「改築中心のイメージ」と「長寿命化のイメージ」を踏まえ、今後の

改修や更新に必要な事業費を試算し、改築中心の従来型と長寿命化型のコストを比較しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」平成 29 年 3 月文部科学省 

 

出典：学校施設の長寿命化計画策定に係る手引 p.27

長寿命化のイ メ ージに示す目標耐用年数と 修繕・ 改修の実施時期は一例であり 、 各教育委

員会において、 個別施設の実情に応じ て設定するこ と ができ る。

経年による機能・性能の劣化

経年による

機能・性能の劣化

年20 8040 60竣工

長寿命化改修
（機能向上）

・コンクリート中性化対策
・鉄筋の腐食対策
・耐久性に優れた仕上材へ
の取り替え

・多様な学習内容・学習
形態への対応

大規模改造
（原状回復等）

・外装、内装等の改修
・断熱化等のエコ改修
・トイレ改修
・空調設置

大規模改造
（原状回復等）

・外装、内装等の改修
・断熱化等のエコ改修
・トイレ改修
・空調設置

40～50年間

70～80年間

（建物を良い状態に保ち、躯体の耐用年数まで使う）

（機能・性能の劣化に殆ど対応しないため、使い勝手が悪くなって解体してしまう）

改
築
中
心
の
イ
メ
ー
ジ

長
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改築

長寿命化改修費
（改築の６割

程度の費用）

改築改築

建物の水準

建物の水準

改築費 改築費

大規模改造費
（予防保全的な改修）

改築費

年
20

8040 60竣工

大規模改造費
（事後保全的な改修）

大規模改造費
（事後保全的な改修）

大規模改造費
（予防保全的な改修）
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現在

これまでの
施設整備実績額

3億円/年

（億円）

（年度）

20年間
総額 255 億円
12.7 億円/年

40年間
総額 495 億円
12.4 億円/年

建替え 中規模改修劣化部位の改修 経常修繕費

実績額の

4.1倍

校舎・給食室 体育館

建替え 築60年目 365,000円/㎡ 460,000円/㎡ -

中規模改修 築30年目 91,000円/㎡ 92,000円/㎡ 建替えの20～25％

劣化部位の改修
10年以内に他の改修がない棟の
C・D評価部位で10年以内に実施

経常修繕費 過去の機能回復経費に基づき設定

項目
試算単価

9,000万円/年
(年あたり約900円/㎡）

-

備考設定時期

（１）従来型（築 60 年建替え） 

今後の整備事業費について、築 60 年を建物の目標使用年数とし、目標使用年数を迎えた建物を

全て建替えとして試算すると、今後 40 年間で総額 495 億円、年あたり 1２.4 億円必要になりま

す。これは、過去 10 年間に施設整備にかけた経費（これまでの施設整備実績額）の年平均額 3 億

円に対し、4.1 倍にあたります。 

 

 

 

 

【図表 築 60 年で建替えた場合のコスト試算】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈試算条件〉 

 

 

 

 

 

 

 

※試算単価には設計費を含む。 
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長寿命化改修

現在

これまでの
施設整備実績額

3億円/年

（億円）

20年間
総額 251 億円
12.6 億円/年

40年間
総額 482 億円
12.1 億円/年

建替え 中規模改修劣化部位の改修 経常修繕費 （年度）

実績額の

4.0倍

校舎・給食室 体育館

建替え
圧縮強度13.5N/㎟以下の棟のみ築60年目
残りは築80年目

365,000円/㎡ 460,000円/㎡ -

長寿命化改修 築40年目 237,000円/㎡ 230,000円/㎡
建替えの50％～

65％

中規模改修 建替えと長寿命化改修の前後20年 91,000円/㎡ 92,000円/㎡ 建替えの20～25％

劣化部位の改修
10年以内に他の改修がない棟の
C・D評価部位で10年以内に実施

経常修繕費 過去の機能回復経費に基づき設定

項目 設定時期
試算単価

備考

-

9,000万円/年
(年あたり約900円/㎡）

（２）長寿命化型（築 40 年長寿命化後、築 80 年まで使用して建替え） 

コンクリート圧縮強度の低い建物４棟は築 60 年で建替え、既に 40 年以上経過している建物は

直近の 10 年間に長寿命化改修を実施し、それ以外の建物は、築 40 年で長寿命化改修を実施した

後、築 80 年で建替えとして試算しました。試算の結果、今後４0 年間で総額 482 億円、年あた

り 1２.1 億円になり、従来型と変わらない経費が必要となります。 

本市の学校施設は、すでに築 40 年以上を経過している建物が全体の６割以上を占めています。

これらの建物は計画期間の 40 年以内に築 80 年を迎え、建替えとなることから、長寿命化型に移

行した場合でも経費の削減が見込まれない状況です。 

 

【図表 長寿命化改修へシフトした場合のコスト試算】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈試算条件〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

※試算単価には設計費含む。 
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第４章  整備方針 

１ 学校施設整備の課題 

 第 2 章及び第 3 章で把握した現状を踏まえ、学校施設整備の課題を整理します。 

（１）施設の老朽化等への対応 

本市の学校施設は、昭和４０年代後半から昭和５０年代にかけて集中して整備されました。建

築から 30 年以上経過している建物が全体の８割以上を占めています。このうち、構造躯体の健

全性の評価により、４棟の校舎は長寿命化改修に適さない可能性があります。 

躯体以外の部分については、一部の棟で屋上や外壁の改修を実施していますが、雨漏りが発生

するなど、３割以上の棟で劣化が進んでいます。設備については、更新がされていない箇所がほ

とんどであり、学習内容の変化に伴う電気容量不足の発生や給排水管からの漏水の頻発等、設備

の更新が必要な時期を迎えています。 

プールは、築年数が 40 年以上のものが半数以上を占めています。プール本体の全面塗装やろ

過機の更新を実施していないため、劣化が進んでいます。 

また、今後の児童生徒数の減少に伴い学級数の減少が見込まれており、40 年後の令和 4２ 

（2060）年には半数の学校が小規模校になると見込まれています。 

このため、適切かつ計画的な維持管理に取り組み、施設の安全性の確保を図るとともに、少人

数学級等の制度変更の動向を踏まえながら、施設整備に際しては、学校施設の規模や整備水準が

適正となるよう考慮する必要があります。 

 

（２）改修更新経費の確保 

過去１０年間の学校施設整備に係る経費は年３億円であるのに対し、築６０年で建替えした場

合の試算経費は年 12.4 億円と 4.1 倍のかい離があり、長寿命化改修へシフトした場合の試算経

費は年 12.1 億円で 4.0 倍のかい離があります。 

学校施設は昭和 49 年から昭和 59 年にかけて集中して整備が行われたため、従来の築６０年

での建替えの場合も長寿命化改修に移行した場合もどちらも多額のコストを要し、整備時期の集

中が見込まれます。 

このため、改修や更新に係る経費の縮減や平準化を検討する必要があります。 

 

（３）学習・生活環境の変化への対応 

改訂された学校施設整備指針では、新学習指導要領への対応や ICT を活用できる施設整備、イ

ンクルーシブ教育システム（＊1）の構築に向けた取組、教職員の働く場としての機能向上、地域と

の連携・協働の促進等が掲げられています。また、持続可能な開発目標（SDGs）による持続可

能な社会の実現に向け、省エネルギー化など環境に配慮した施設整備が必要となっています。 

このため、これら時代に即した教育や社会的要請に対応した施設整備を進める必要があります。 

 

（＊1）インクルーシブ教育システム 

  障がいのある者が、その能力等を最大限に発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能と

する目的の下で、障がいのある者と障がいのない者が共に学ぶ仕組み 
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（４）地域拠点としての整備 

  学校は義務教育施設としてだけではなく、地域の防災拠点施設としての役割も担っています。

また、公共施設等総合管理計画における見直しの方向性として、将来的には地域コミュニティの

核施設とすることが示されています。 

  このため、教育施設としての機能だけではなく、地域住民等が利用する拠点施設としての機能

を考慮した施設整備を進める必要があります。 

 

 

２ 学校施設の目指すべき姿 

 学校施設整備の課題等を踏まえ、今後の学校施設の目指すべき姿を示します。 

 

（１）安全に過ごせる学校施設 

児童生徒の学びの場であるとともに、防災や地域コミュニティの拠点として誰もが安全に、安

心して利用できる学校施設を目指します。 

 

（２）これからの教育に対応する学校施設 

多様な教育活動や学習形態に対応するとともに、児童生徒や教職員をはじめとした施設利用者

が快適に過ごせる学校施設を目指します。 

 

（３）環境変化に対応できる学校施設 

人口減少等の学校を取り巻く様々な環境変化に対応するとともに、環境負荷の低減に配慮した

持続可能な学校施設を目指します。 

 

（４）地域に開かれた学校施設 

避難所運営や地域のコミュニティ機能、放課後の児童の居場所づくり等を考慮した施設整備を

進め、地域に開かれた学校施設を目指します。 

 

 

 

  



 

29 

３ 個別施設計画の基本的な方針 

学校施設の目指すべき姿の実現に向け、本計画における基本的な方針を定めます。 

 

（１）老朽化の進む施設の安全確保と機能向上 

ア 建物を安全に使用するため、部材の落下の危険がある箇所や躯体の健全性に影響を及ぼす可

能性のある劣化箇所について優先的に改修を実施します。 

イ 児童生徒の学習や生活の場として、また、教職員の働く場として、ゆとりや潤いのある快適

な施設整備を行います。 

ウ 多様化する学習内容やインクルーシブ教育システムの実現等、社会環境の変化に対応した施

設整備を行います。 

 

（２）ライフサイクルコスト（＊1）を考慮した計画的な施設整備 

ア 各建物のライフサイクルコストを考慮した計画的な改修を進め、改修に係る経費の縮減と平

準化を図ります。 

イ 限られた財源の中で、安全で快適な教育環境を維持していくため、必要な学習環境を確保し

ながら、経費の縮減を図る取組の検討を進めます。 

ウ 児童生徒数の将来推計等を考慮し、適正な施設規模や整備水準となるよう、施設整備を行い

ます。 

 

（３）他の機能との複合化・共用化 

ア 放課後の児童の居場所や地域コミュニティの拠点として、複合化や共用化が可能な施設整備

を行います。 

イ 地域の防災拠点として、高齢者や障がい者など様々な利用者に配慮した施設整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊1）ライフサイクルコスト 

  建物においては、計画・設計・施工から、その建物の維持管理、最終的な解体・廃棄までに要する

費用の総額 
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４ 改修等の基本的方針 

（１）目標使用年数 

建物の望ましい目標使用年数は、構造種別や建物の品質により異なります。また、構造躯体の

物理的耐用年数は、施工時の状況やその後の使用状況及び立地環境により異なります。そこで本

計画では下表により、鉄筋コンクリート造の建築物における普通品質の場合の上限値である８０

年を採用し、８０年を目標使用年数の上限とします。 

【図表 建築物の望ましい目標使用年数】 

 

 

 

 

 

 

（２）施設更新の基本的考え方 

建物は躯体が健全であれば、躯体以外の部分を改修することで長寿命化を図り、長く使用する

ことが可能です。 

その一方で、本市の学校施設は大規模改修を実施していないものが多く、内外装の劣化が進ん

でいること、また、ＩＣＴ教育やインクルーシブ教育システム等の新たな教育内容への対応が必

要であることから、長寿命化を図るためには、内外装や設備機器など、躯体以外の部分について

も全面的な改修が必要となり、長寿命化改修にあたっては改修後の使用期間や改修にかかる経費

等、経済性を考慮した検討が必要です。 

また、学校施設は昭和 49 年から昭和 59 年にかけて集中して建設されたものが多いため、今

後、施設の更新を行う上で、財政負担が集中することが懸念されます。 

これらのことから、建築から 40 年以上が経過している旧耐震基準（1981 年以前）の建物は

築 70 年で建替え、新耐震基準（1982 年以降）の建物は築 50 年で長寿命化改修を行う、「長

寿命化併用型」により施設の更新を行い、費用対効果を高めつつ、経費の平準化を図ることとし

ます。 

なお、施設の更新はコンクリート圧縮強度の低い 4 棟の建替えを優先して行った後、施設の建

築年の古いものから順に進めることとします。 

 

（３）保全優先順位の考え方 

校舎と屋内運動場については、屋上や外壁等の劣化はコンクリートの品質に関わるだけでなく、

落下等の危険性が生じるため、構造躯体への影響や安全性に関わる部位（屋根・屋上、外壁、外

部開口部、内部仕上げの一部等）のうち、劣化が進んでいる箇所の改修を優先して実施し、その

後、建替えや長寿命化改修を実施します。 

また、給食室については、今後の社会環境変化等を踏まえ、小学校給食の在り方について検

討を進め、今後の校舎建替えの検討が始まるまでに方針を決定します。 

プール施設については、令和３年度から実施している水泳授業の民間委託の試行結果等を踏

まえ、今後の施設の在り方を決定します。 

  

高品質

の場合

普通の品質の

場合

高品質

の場合

普通の品質の

場合

軽量鉄骨

ブロック造

れんが造
木造

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋 コンクリート造

鉄骨造

重量鉄骨

80～120年 50～80年 80～120年 50～80年 30～50年 50～80年 50～80年

出典：建築物の耐久計画に関する考え方（日本建築学会） 
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長
寿
命
化
改
修

昭和57（1982）年
以降の建物

（築40年未満）

築30年 築50年 築65年 築80年

建替え

中規模改修

小規模改修

長寿命化改修
（機能回復）

（機能向上）

建
替
え

昭和56（1981）年
以前の建物

（築40年以上）

築70年

建替え

築50年

中規模改修

（機能回復）

20年

20年 15年 15年

（４）施設整備方針 

校舎及び屋内運動場について、次のとおり施設整備方針を定めます。 

 

ア 建替え 

1981 年以前に建築された校舎及び屋内運動場は、建築後 70 年で建替えを行います。 

 

イ 長寿命化改修（機能向上） 

1982 年以降に建築された校舎及び屋内運動場は、建築後 50 年で長寿命化改修を行い、

築 80 年まで使用できるよう建物の長寿命化改修を行います。建物の柱や梁等の骨格部分以

外を撤去し、必要な躯体補修やライフラインの更新、バリアフリーや省エネルギー対策、新

たな教育環境への適合等の改修を行い、機能向上を図ります。 

   

ウ 中規模改修（機能回復） 

建替えの前後 20 年と長寿命化改修前の 20 年で、建物や設備機器の維持補修のため、内

外装の改修や設備機器の更新を行い、経年により劣化した箇所の機能回復を図ります。 

 

エ 小規模改修（部分的な機能回復） 

   長寿命化改修後 30 年間使用するために、中間年である長寿命化改修後 15 年で、屋上や

外壁等の部分改修を行い、機能回復を図ります。 

 

オ 劣化部位の改修 

今後 10 年以内に上記のアからウまでの建替えまたは改修を行わない建物を対象として、

構造躯体への影響や安全性に関わる部位等（屋根・屋上、外壁、外部開口部、内部仕上げの

一部等）で劣化が広範囲に進んでいる箇所の改修を直近の 10 年間で優先的に実施します。 
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【図表 更新区分別施設一覧（施設別・築年数別】 

 

〈校舎〉 

№ 施設名称 建物名称 建築年度 
築年数 

（年） 

コンクリート圧縮強度 

（Ｎ/ｍ㎡） 
更新区分 

1 伊勢原小学校 1 期校舎 1962(S37) 59 11.7 

建
替
え 

2 山王中学校 1 期校舎 1962(S37) 59 12.6 

3 山王中学校 2 期校舎 1963(S38) 58 13.6 

4 伊勢原小学校 2 期校舎 1966(S41) 55 26.8 

5 成瀬中学校 1 期校舎 1967(S42) 54 28.3 

6 高部屋小学校 1 期校舎 1969(S44) 52 26.2 

7 桜台小学校 1 期校舎 1969(S44) 52 17.1 

8 成瀬小学校 1 期校舎 1971(S46) 50 14.9 

9 比々多小学校 1 期校舎 1971(S46) 50 13.7 

10 大山小学校 校舎 1974(S49) 47 20.6 

11 成瀬小学校 2 期校舎 1974(S49) 47 11.9 

12 大田小学校 1 期校舎 1975(S50) 46 13.4 

13 伊勢原中学校 1 期校舎 1976(S51) 45 26.8 

14 高部屋小学校 2 期校舎 1978(S53) 43 23.1 

15 緑台小学校 校舎 1978(S53) 43 30.8 

16 竹園小学校 東校舎 1978(S53) 43 20.3 

17 竹園小学校 西校舎 1978(S53) 43 20.0 

18 成瀬中学校 2 期校舎 1978(S53) 43 24.4 

19 伊勢原小学校 3 期校舎 1979(S54) 42 20.2 

20 成瀬小学校 3 期校舎 1980(S55) 41 26.4 

21 比々多小学校 2 期校舎-1 1981(S56) 40 27.1 

22 比々多小学校 2 期校舎-2 1981(S56) 40 23.0 

23 大田小学校 2 期校舎 1981(S56) 40 20.5 

24 山王中学校 3 期校舎 1982(S57) 39 - 

長
寿
命
化
改
修 

25 中沢中学校 校舎 1982(S57) 39 - 

26 伊勢原中学校 2 期校舎 1983(S58) 38 - 

27 成瀬中学校 3 期校舎 1984(S59) 37 - 

28 石田小学校 普通校舎南棟 1999(H11) 22 - 

29 石田小学校 普通教室北棟 1999(H11) 22 - 

30 石田小学校 特別教室棟 1999(H11) 22 - 

31 比々多小学校 3 期校舎 2004(H16) 17 - 

32 桜台小学校 2 期校舎 2010(H22) 11 - 
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〈屋内運動場〉 

№ 施設名称 建築年度 
築年数 

（年） 

コンクリート圧縮強度 

（Ｎ/ｍ㎡） 
更新区分 

1 緑台小学校 1978(S53) 43 - 

建
替
え 

2 竹園小学校 1978(S53) 43 - 

3 伊勢原小学校 1979(S54) 42 20.2 

4 成瀬小学校 1980(S55) 41 26.5 

5 高部屋小学校 1981(S56) 40 - 

6 比々多小学校 1981(S56) 40 23.2 

7 大田小学校 1981(S56) 40 25.3 

8 中沢中学校 1982(S57) 39 - 

長
寿
命
化
改
修 

9 伊勢原中学校 1984(S59) 37 - 

10 大山小学校 1987(S62) 34 - 

11 山王中学校 1990(H2) 31 - 

12 成瀬中学校 1993(H5) 28 - 

13 石田小学校 1999(H11) 22 - 

14 桜台小学校 2002(H14) 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

34 

第５章 施設整備の実施計画 

１ 整備水準の設定 

 

施設整備方針を踏まえ、安全性や快適性、環境性能などの向上等を図るため、校舎及び屋内運動

場の整備水準の考え方を設定します。 

 

（１）校舎の整備水準 

①区分別整備水準 

区分 内容 建替え 長寿命化改修 中規模改修 小規模改修 

躯体 躯体補修 － ○   

屋上 外断熱露出防水 ○ ○   

シート防水   ○ ○ 

外壁 

開口部 

防水型複層塗材 ○ ○ ○ ○ 

複層ガラス ○ ○   

シーリング補修   ○  

内部 全面改修 ○ ○   

部分補修   ○  

電気 受変電設備更新 ○ ○   

受変電設備部分改修   ○  

弱電設備更新 ○ ○   

弱電設備部分改修   ○  

LED 照明 ○ ○   

給排水 貯水槽更新 ○ ○   

給排水管更新 ○ ○   

給排水設備部分改修   ○  

その他 空調換気設備更新 ○ ○   

トイレ全面改修 ○ ○   

エレベーター設置 ○ ○   

 

 ②更新（建替え・長寿命化改修）時の主な仕様等 

内容 仕様・対応 

学習環境 ICT 等の新たな教育環境への対応 

生活環境 トイレのドライ化、自動水栓化 

省エネ化 LED 照明、高断熱化・高気密化 

バリアフリー エレベーター、多目的トイレ 
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（２）屋内運動場の整備水準 

①区分別整備水準 

区分 内容 建替え 長寿命化改修 中規模改修 小規模改修 

躯体 躯体補修 － ○   

屋上 屋根葺替え ○ ○   

屋根塗装   ○ ○ 

外壁 複層塗材＋セメント

系ボード葺替え 
○ ○   

外壁塗装   ○ ○ 

断熱 ○ ○   

外部 

開口部 

複層ガラス ○ ○   

シーリング補修   ○  

内部 全面改修 ○ ○   

部分補修   ○  

電気 弱電設備更新 ○ ○   

弱電設備部分改修   ○  

LED 照明 ○ ○   

給排水 給排水管更新 ○ ○   

給排水設備部分改修   ○  

その他 空調換気設備設置 ○ ○   

トイレ全面改修 ○ ○   

 

②更新（建替え・長寿命化改修）時の主な仕様等 

内容 仕様・対応 

学習環境 ICT 等の新たな教育環境への対応 

生活環境 トイレのドライ化、空調設備設置 

省エネ化 LED 照明、高断熱化・高気密化 

バリアフリー 多目的トイレ 
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２ コスト試算単価の設定 

校舎及び屋内運動場の整備水準を踏まえ、他自治体の実績額等を参考に、建替えにかかる試算単

価を設定します。その他の改修は、建替えに係る整備水準との比較から概ねの改修比率を決め、試

算単価を設定します。 

 

（１）校舎の試算単価 

 

区分 単価（円／㎡） 備考 

建替え 365,000 解体費、設計費含む 

長寿命化改修 237,000 建替えの 65％ 

中規模改修 91,000 建替えの 25％ 

小規模改修 25,000 建替えの 7％ 

経常修繕 年当たり 900 1 年当たり修繕費 9,000 万円÷施設面積

約 10 万㎡＝900 円 

 

 

（２）屋内運動場の試算単価 

 

区分 単価（円／㎡） 備考 

建替え 460,000 解体費、設計費含む 

長寿命化改修 230,000 建替えの 50％ 

中規模改修 92,000 建替えの 20％ 

小規模改修 46,000 建替えの 10％ 

経常修繕 年当たり 900 1 年当たり修繕費 9,000 万円÷施設面積

約 10 万㎡＝900 円 
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建替え中規模改修劣化部位の改修

現在

これまでの
施設整備実績額

3億円/年

（億円）

20年間
総額 196 億円
9.8 億円/年

直近10年間
総額 65 億円
6.5 億円/年

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041

5.8 9.2 3.3 8.6 10.9 5.9 3.5 8.8 8.9

12.4 17.2 10.2 5.4 1.1 1.1 0.3 2.0 1.7

1.5 1.5 3.8 15.2 13.7 2.2 7.5 1.3 0.9 0.2 3.4

0.9 0.9 0.9 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9

1.8 3.2 3.3 2.1 5.9 2.1 17.3 15.7 4.2 9.6 14.6 24.0 21.1 9.8 9.5 12.9 7.8 4.7 15.1 11.5

建替え

長寿命化改修

劣化部位の改修

合計金額（億円）
65.2 億円 131.0 億円

中規模改修

小規模改修

経常修繕費

３ 今後の施設更新・保全にかかる経費 

（１）長寿命化併用型 

本市においては、文部科学省が示す従来型と長寿命化型の２つの試算パターンによる試算の結

果、長寿命化に移行するだけでは経費の削減が見込めませんでした。そこで、第４章の整備方針

を踏まえ、建替えと長寿命化を併用した長寿命化併用型パターンで試算を行いました。具体的に

は、2031 年度までの 10 年間は劣化部位の改修や更新時期を見据えた中規模改修を位置付け、

2032 年度以降は、建築年数に応じ、建替えや長寿命化改修等を位置付けています。 

 

【図表 長寿命化併用型】 
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20
41

20
42

20
43

20
44

20
45

20
46

20
47

20
48

20
49

20
50

20
51

20
52

20
53

20
54

20
55

20
56

20
57

20
58

20
59

20
60

20
61 （年度）

経常修繕費長寿命化改修 小規模改修

【従来型】 【長寿命化併用型】

30年間
総額 360 億円
12.0 億円/年

40年間
総額 440 億円
11.0 億円/年

【効果】

〈対従来型〉

総 額： 55億円減（-11.1％）
年あたり：1.4億円減

3.7倍

総 額： 495億円
年平均：12.4億円

総 額： 440億円
年平均：11.0億円

（億円）

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061

7.4 7.3 0.2 3.2 3.1 7.6 7.6 31.2 39.5 13.0 21.6 16.8 223.4 51%

1.8 1.8 12.7 12.7 1.6 1.6 1.1 1.4 0.3 4.3 4.3 95.3 22%

0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 1.7 4.3 1.2 1.8 4.4 67.4 15%

2.8 1.0 1.4 0.4 0.1 0.7 0.7 7.1 2%

10.8 2%

0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 36.0 8%

8.3 10.1 2.9 4.1 4.0 8.5 11.3 45.9 54.6 13.9 24.2 19.8 4.9 4.0 1.9 5.2 2.1 3.4 5.2 9.6 440.0

80.3 億円 440.0 億円

計

163.6 億円

 

試算の結果、今後 40 年間に必要な経費は総額 440 億円、年あたり 11 億円となり、築 60 年

で建替えをする「従来型」（P.25）で試算した総額 495 億円と比較し、55 億円（11％）の縮

減となります。 

その一方で、これまでの施設整備の実績額（３億円／年）と比較すると、3.７倍のかい離が確

認されました。 
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20
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建替え中規模改修劣化部位の改修

現在

これまでの
施設整備実績額

3億円/年

（億円）

【従来型】

20年間
総額 187 億円
9.3 億円/年

直近10年間
総額 63 億円
6.3 億円/年

総 額： 495億円
年平均：12.4億円

総延床面積 100,785㎡

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.8 7.8 8.6 8.6 0.0 3.5 3.5 8.8 8.9

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.4 17.2 8.5 3.7 0.0 2.7 2.7 0.3 2.0 1.7

0.0 0.0 0.9 1.5 4.2 3.8 6.5 8.2 6.1 11.8 1.3 0.0 0.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 0.0

1.5 1.0 1.8 1.3 2.1 1.6 0.4 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9

2.4 1.9 3.6 3.7 7.3 6.3 7.9 9.1 8.5 12.7 14.6 25.9 18.1 13.4 9.5 3.6 7.1 4.7 15.0 11.5

劣化部位の改修

合計金額（億円）
63.3 億円 123.5 億円

中規模改修

小規模改修

経常修繕費

建替え

長寿命化改修

（２）長寿命化併用（面積削減・平準化）型 

 長寿命化併用型で試算した場合でも、これまでの施設整備の実績額と比較するとかい離が大きい

ことから、児童生徒数の減少に伴う学級数の減少見込みを踏まえ、現在の小中学校（14 校）の配

置を試算上の条件として、校舎面積を削減した場合の試算を行いました。さらに、学校ごとの校舎

の築年数や現時点における建物の劣化状況等を踏まえ、改修経費の平準化等を図りました。 

 

【図表 長寿命化併用（面積削減・平準化）型】 
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１期校舎
築６０年

２期校舎
築５０年

建替え
500㎡

建替え
1,000㎡

1,000㎡

1,000㎡

１期校舎
築５０年

２期校舎
築４９年

建替え
1,500㎡

［複数棟の校舎のうち、1棟建替え時に面積削減する場合]

［複数棟の校舎を合築して面積削減する場合］

Ｂ小学校

１８学級 ８学級

2030年 2040年現在

2030年 2040年現在

Ａ小学校

１８学級 ８学級１６学級

【面積削減のイメージ】

1,000㎡

1,000㎡

20
41

20
42

20
43

20
44

20
45

20
46

20
47

20
48

20
49

20
50

20
51

20
52

20
53

20
54

20
55

20
56

20
57

20
58

20
59

20
60

20
61

（年度）

経常修繕費長寿命化改修 小規模改修

【長寿命化併用型】
【長寿命化併用

（面積削減・平準化）型】

30年間
総額 333 億円
11.1 億円/年

40年間
総額 399 億円
10.0 億円/年

【効果】

〈対従来型〉

総 額： 96億円減（-19.4％）
年あたり：2.4億円減

〈対長寿命化併用型〉

総 額： 41億円減 （-9.3％）
年あたり：1.0億円減

3.3倍

（面積削減 11,733㎡ （-11.6％））

総 額： 440億円
年平均：11.0億円

総延床面積 100,785㎡

総 額： 399億円
年平均：10.0億円

総延床面積 89,052㎡

（億円）

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061

12.3 12.3 0.2 3.2 11.6 11.3 2.8 16.4 24.0 11.7 14.9 11.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 189.3 47%

0.0 1.8 11.8 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 2.0 1.6 1.1 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 4.3 89.8 23%

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.1 4.3 0.0 0.0 1.8 0.0 4.4 65.3 16%

2.8 1.0 1.4 0.4 0.1 0.7 0.7 7.1 2%

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.3 3%

0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 36.0 9%

13.2 15.1 12.9 14.1 12.5 12.2 6.6 20.5 26.4 12.9 17.8 13.9 6.0 2.1 5.9 0.9 0.9 3.4 5.2 9.6 398.7

計

65.7 億円 398.7 億円146.2 億円

この結果、今後４０年間に必要な経費は、総額 399 億円、年あたり 10.0 億円で、長寿命化併

用型（P.37、38）と比較し、総額 41 億円（９.3％）、年あたり 1 億円の縮減効果が確認され、

これまでの施設整備の実績額（３億円／年）と比較すると、3.３倍のかい離となりました。 
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４ 今後の取組の方向 

ここまでの試算結果から、建替えと長寿命化を併用した施設整備により、一定程度の経費の縮

減が図られることが確認されました。しかしながら、今後必要と見込まれる経費は、これまでの

施設整備実績額とのかい離が大きく、これらの取組だけでは限界があることも明らかとなりまし

た。 

こうしたことから、今後、計画の実効性を確保する上でも、施設の建替えや長寿命化にあたり

次の点を踏まえた取組を進めることとします。 

 

（１）施設保有量の最適化 

少子化のさらなる進展により、中長期的には児童生徒数の大幅な減少や小規模校の増加が見込

まれる中、教育の公平性や教育水準の維持向上を図るため、地域のコミュニティーの核施設とし

ての学校の役割等にも留意しながら、学校の適正規模・適正配置の検討を進めます。 

 

（２）躯体の詳細調査の実施 

経費の平準化を図るため、建替えを計画している建物は耐力度調査を、長寿命化改修を計画し

ている建物は躯体の詳細調査を実施し、経済性等も踏まえ、それぞれの更新方法、実施時期等に

ついて必要な見直しを図ります。 

 

（３）民間活力の導入 

より効果的・効率的な施設整備を進めるため、ＰＰＰ（＊1）やＰＦＩ（＊2）等の民間の専門的なノ

ウハウや技術を活用した施設整備の手法について研究を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊1）ＰＰＰ 

「PPP（Public Private Partnership）：パブリック・プライベート・パートナーシップ」とは、公共施設等の設

計・建設・維持管理・運営等を、行政と民間が連携・分担して行うことにより、民間の創意工夫等を活用し、

資金の効率的な活用を図ろうとするもので、一般的には「公民連携」の手法の総称 

 

（＊2）ＰＦＩ 

「PFI（Private Finance Initiative：プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）」とは、公共施設等の建

設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う新しい手法 



 

42 

５ 今後５年間の改修内容  

令和 4（2022）年度から令和８（2026）年度までの５年間の取組を示します。向こう 5 年

間は、構造躯体への影響や安全性に関わる部位で、劣化が進んでいる箇所の改修に優先的に取り

組むとともに、トイレのリニューアルによる教育環境の改善や施設の建替えを見据えた中規模改

修等に取り組みます。 

 

【図表 今後 5 年間の改修内容】 

単位：千円  

改修内容 改修箇所 概算経費 

劣
化
部
位
の
改
修 

 

トイレ改修 

高部屋小学校 1 期校舎 590,539 

竹園小学校西校舎 

緑台小学校校舎 

山王中学校 1 期校舎 

伊勢原小学校 2 期校舎 

中沢中学校校舎 

大山小学校校舎 

成瀬小学校 1 期校舎 

伊勢原中学校 2 期校舎 

屋上・外壁 

・外部開口部等 

山王中学校 3 期校舎 180,666 

中沢中学校校舎 

成瀬小学校 1 期校舎 

高部屋小学校 1 期校舎 

成瀬小学校給食室 

山王中学校屋内運動場 

中規模改修 

比々多小学校屋内運動場 658,683 

大山小学校校舎 

竹園小学校東校舎 

竹園小学校西校舎 

経常修繕 14 校 450,000 

５年間 計 1,879,888 
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建物基本情報 躯体の健全性 修繕・改修履歴
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伊勢原小学校 1期校舎 RC 3 1,281 1962 S37 59 旧 済 済 11.7 建替え A A A C C C A - 66 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 開◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

2期校舎 RC 3 1,291 1966 S41 55 旧 済 済 26.8 長寿命 A A B C C C A B 62 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 開◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 空

3期校舎 RC 4 3,368 1979 S54 42 旧 済 済 20.2 長寿命 B A C C C C A B 55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○○ ト ○ ○ ○ ○ ○ 壁 ○ ○ ◎ 空

屋内運動場 RC 2 831 1979 S54 42 旧 済 済 20.2 長寿命 C A B C A C - - 63 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 耐 ○ ○○ ○ ○ ○ Ｌ ○ ○ 壁 ○ ○ ◎ ◎

プール付属室 CB 1 47 1971 S46 50 旧 - - - 長寿命 C A B C C C - - 54 C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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1
0
0
点
満
点

)

プ
ー

ル
本
体

防災

マ
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ホ
ー

ル
ト
イ
レ

躯体以外の劣化状況

データベース（建物情報一覧）

概
要
情
報

現状 ←

経年

1 屋根屋上 □ アスファルト保護防水 □

□ アスファルト露出防水 ■

■ シート防水 7 A □

□ 塗膜防水 □

□ 勾配屋根（長尺、折板） □

□ 屋根（ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ、ｽﾚｰﾄ、瓦類） ■

□ その他屋根 （ ） □

2 外壁 ■ 複層塗り □ モルタル下地 7 A □

□ 薄塗り（リシン等） □ モルタル下地 □

□ 打放し □

□ タイル、石張り □

□ 金属系パネル ■

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） □

□ その他外壁 （ ） ■

□ （ ） □

部位
仕様

（該当する項目を「□」とする。複数選択可。

（　）内及び空欄行には具体的な仕様名を記入）

改修履歴 経年

評価

劣化状況
（複数回答可）

特記事項
年度 範囲

総合
評価

天井等に雨漏り痕がある 数か所

降雨時に雨漏りがある 歩行部のシート防水
に経年劣化がみら
れる（Ｂ評価）。
屋上のネットフェン
スの錆が進行して
いる。

A防水層に膨れ・破れ等がある

2013 保護層のひび割れ、目地の暴れ・欠損がある

屋根葺材に錆・腐朽・欠損がある

既存点検等で指摘がある

笠木･手すり等に錆、変形、浮き、亀裂等がある 広範囲

2013 剥落、浮き、爆裂、大きな亀裂がある 階段室、廊下内壁
に外壁からの雨漏り
が原因と思われる
塗装の剥がれが広
範囲にみられる。

B
内部に外壁からの漏水がある 数か所

ひび割れ、錆汁がある

塗装の退色、膨れ、剥がれがある

タイルや石に剥がれ、浮き、亀裂がある

目地、建具周りのシーリングが劣化している

バルコニー等 既存点検等で指摘がある

手すり等に錆、変形、浮き、亀裂等がある 広範囲

棟番号： １期校舎

写真No. 22

棟名 １期校舎

部位 内部仕上げ

場所 ２階

評価 C

棟番号： １期校舎

写真No. 24

棟名 １期校舎

部位 内部仕上げ

場所 ２階

評価 C

余白

余白

＜２-３階階段＞
内壁の雨漏りによる塗装の剥
がれ。

＜２-３階階段＞
内壁の雨漏りによる塗装の剥
がれ（拡大写真）。

点検結果表 （施設カルテ）

劣化状況写真

部位別の
仕様・履歴・劣化状況

屋根・
屋上

外壁

仕様
改修
履歴

劣化状況・箇所部位
特記事項・

評価

詳
細
情
報

躯体健全性 整備レベル 履歴建物基本情報 劣化状況

既存情報

学校施設
台帳

工事履歴
耐震診断
報告書

各種点検
報告書

Ｃ

B

Ｂ

●●小学校

現在

第６章 継続的運用方針 

１ 計画の見直し 

本計画は経年による施設や設備の劣化状況や学校施設を取り巻く状況の変化に適切に対応する

ため、5 年から 10 年で見直しを行います。 

ただし、公共施設等総合管理計画等の上位計画の見直しや社会情勢の変化等により、適宜見直し

を行うこととします。 

 

２ 情報基盤の整備と活用 

（１）建物情報一覧による一元管理 

 本計画に基づき、学校施設の整備を計画的に実施するためには、継続的に施設の実態把握を行い、

情報の整理、活用を図り、計画的な施設整備の実施及び計画の見直しを行う必要があります。 

そのため、学校施設の基本情報、工事改修履歴、劣化状況等について「データベース（建物情報

一覧）」により一元管理を行います。 

 

【図表 情報の一元管理とデータ更新】 
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今後の計画

→ 改修内容・時期
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建替え中規模改修劣化部位の改修

現在

これまでの
施設整備実績額

3億円/年

（億円）

（年度）

経常修繕費長寿命化改修 小規模改修

20年間
総額 187 億円
9.3 億円/年

30年間
総額 331 億円

11 億円/年

直近10年間
総額 63 億円
6.3 億円/年

40年間
総額 383 億円
9.6 億円/年

改修内容 改修箇所 

トイレ改修 

高部屋小学校 1 期校舎 

竹園小学校西校舎 

緑台小学校校舎 

山王中学校 1 期校舎 

伊勢原小学校 2 期校舎 

中沢中学校校舎 

大山小学校校舎 

成瀬小学校 1 期校舎 

伊勢原中学校 2 期校舎 

屋上・外壁 

・外部開口部等 

山王中学校 3 期校舎 

中沢中学校校舎 

成瀬小学校 1 期校舎 

高部屋小学校 1 期校舎 

成瀬小学校給食室 

山王中学校屋内運動場 

直近の整備計画 今後の維持・更新コスト

実施年

改修内容

対象棟

金額

建替え

長寿命化改修

中規模改修

（２）各施設の劣化状況の把握 

継続的に施設の状況を把握し、適切な維持管理及び計画の見直しに活用するため、施設情報の更

新を行います。施設の劣化状況については、「点検結果表（施設カルテ）」を活用し、施設管理者に

よる定期点検を２年に１度実施します。また、修繕、改修履歴及び保守点検結果については、１年

に１度、情報の更新を行います。 

 

３ 推進体制の整備 

 安全で快適な学校施設を維持するためには、学校との連携、協力が欠かせません。学校による日

常点検を踏まえ、施設管理者である市は、異常箇所等の確認や必要な修繕を行うとともに、継続的

に施設の状況を把握します。 

 また、公共施設の総括管理部署である公共施設マネジメント課や関係課等と連携を図りながら、

公共施設全体としての施設の最適化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
伊勢原市学校施設個別施設計画 

令和４（２０２２）年３月 

伊勢原市教育委員会 教育総務課 

 

〒259-1188 伊勢原市田中 348 番地 

電話 0463-74-5104 

メール k-soumu@isehara-city.jp 


